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訳 注 
（1）原題は A Quest for Vitality in Religion. で、直訳すれば「宗教における活力の探求」。ただし、
周知のとおり、言語においては一般的に、そして英語の場合とりわけ、単一の語に複数の意味合いが
存することも少なくない。したがって、文脈に基づいてそれぞれのニュアンスを読み取り、原意に最

もふさわしい母語を訳語として当てることになる。 
 ここでの場合、"quest" とは「探し求めること」。"vitality" は、「活力」「生命力」「生気」「元気」
等々の意味合いをあわせ持たせた表現。そして "religion" とは、宗教一般という抽象的概念以上に

「キリスト教」という具体的なそれを意味するもので、特に本書の執筆された1960 年代においては、
そうした使われ方がいまだ普通になされていた。さらには、その内実たる「信仰」をも同一の言葉で
含意させることが珍しくなかった。本書の全体を読み通すとき、そこで意図されている中心的意味合

いはまさにこれであることが分かる。 
 これらに加え、書名としての表現様式も考慮に入れて、訳者は邦題を「活ける信仰を求めて」とし
た。学的論考の内に込められた原著のメッセージ性をより的確に表現するためである。 

（2）原題は A Theological Approach to Religious Education. で、直訳すれば「宗教教育への神
学的アプローチ」。ただし、上記「訳注（1）」と同様の理由から、さらには本書の内容的特質から、
邦題を「神学的アプローチによるキリスト教教育論」とした。 

 本書は学的研究を踏まえた論述を特長としており、「～論」と呼ぶにふさわしいものとなっている。
加えて、「教育」がそもそもの中心的主題であり、教会現場に向けた具体的提案をも視野に入れて、
その論を展開している。本副題の邦訳にあたっては、これらの点にも留意し、本書の特質をより適切

に示しうる表現にした。 
 なお、蛇足ながら、副題の頭が "A" で始められているとおり、本書の神学的アプローチは唯一絶
対のものではなく「一つの」それであることは言うまでもない。著者エッジの本意もそこにある。 
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